
秋
の
叙
勲
受
章

　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
秋
の
叙
勲
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
受
章
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

叙 

勲

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

▼
佐
賀
県
伊
万
里
土
木
事
務
所

経
済
産
業
大
臣
表
彰

▼
梅
村
千
津
子
さ
ん
（
大
川
町
）

▼
福
田
興
造
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
元
伊
万
里
・
有
田
地
区
歯
科
医
師

会
会
長

▼
山
浦
好
雄
さ
ん
（
山
代
町
）

　
元
市
消
防
団
分
団
長

瑞
宝
単
光
章

旭
日
双
光
章

平
成
25
年
度 

統
計
功
績
者
表
彰
受
賞
者 

　
11
月
12
日
、
伊
万
里
市
教
育
委

員
会
表
彰
が
市
役
所
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な

ん
で
、
教
育
、
学
術
、
文
化
、
体

育
の
向
上
に
貢
献
し
た
人
に
対

し
、
市
教
育
委
員
会
が
毎
年
表
彰

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
学
校
教
育
】

▼
光
田
紀
美
子 

様
（
新
天
町
）

児
童
生
徒
の
教
育
に
精
励
す

る
と
と
も
に
、
校
長
と
し
て

学
校
経
営
に
優
れ
た
手
腕
を

発
揮
し
、
本
市
学
校
教
育
の

充
実
発
展
に
大
き
く
貢
献

【
社
会
教
育
】

▼
前
田
美
佐
子 

様
（
立
花
町
）

『
あ
お
ぞ
ら
青
年
学
級
』
の
指

導
者
と
し
て
特
別
支
援
学
級

卒
業
生
の
自
立
支
援
や
、
社
会

教
育
指
導
員
と
し
て
相
談
業

務
に
精
励
し
、
本
市
の
社
会

教
育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

▼
森
　
日
出
子 

様
（
立
花
町
）

市
の
青
少
年
の
国
内
研
修
事

業
で
あ
る
『
伊
万
里
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
』
や
非
行
防
止
活

動
事
業
な
ど
の
推
進
に
尽
力

し
、
本
市
の
社
会
教
育
の
向

上
に
大
き
く
貢
献

▼
中
村
政
利 

様
（
木
須
町
）

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
佐
賀
県

連
盟
伊
万
里
一
団
や
青
少
年

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
『
野

性
へ
の
挑
戦
』
の
指
導
者
と

し
て
尽
力
し
、
本
市
の
社
会

教
育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

【
文
化
振
興
】

▼
前
田
信
義 

様
（
大
坪
町
）

国
登
録
文
化
財
で
あ
る
前
田

家
住
宅
の
所
蔵
品
調
査
や
活

用
に
取
り
組
む
な
ど
文
化
財

の
研
究
と
保
護
に
努
め
、
本
市

の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献

【
社
会
体
育
】

▼
（
故
）
口
石
將
博 

様
（
立
花
町
）

柔
道
の
普
及
振
興
と
競
技
力
の

向
上
に
尽
力
し
、
本
市
の
社
会

市
教
育
委
員
会
表
彰

↑市教育委員会の表彰を受けた受賞者の皆さん

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▼
古
竹
亀
雄
さ
ん
（
黒
川
町
）

　
元
市
消
防
司
令
長

瑞
宝
単
光
章

▼
山
口
幸
人
さ
ん
（
二
里
町
）

　
元
市
消
防
司
令
長

国
土
交
通
大
臣
表
彰

▼
浦
川
富
美
男
さ
ん
（
二
里
町
）

平
成
25
年
度 

都
市
緑
化
功
労
者
表
彰

受
賞
者

唐
津
海
上
保
安
部
長
表
彰

▼
水
尾
敏
夫
さ
ん
（
波
多
津
町
）

▼
古
川
孝
次
さ
ん
（
瀬
戸
町
）

▼
㈱
名
村
造
船
所
伊
万
里
事
業
所

灯
火
監
視
協
力
者
（
団
体
）

表
彰
受
賞
者

体
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

▼
伊
万
里
高
等
学
校

弓
道
部
女
子
チ
ー
ム 

様

第
31
回
全
国
高
等
学
校
弓
道

選
抜
大
会
団
体
競
技
女
子
の

部
で
全
国
優
勝
の
成
績
を
収

め
、
本
市
の
名
声
を
高
め
る

と
と
も
に
社
会
体
育
の
振
興

に
大
き
く
貢
献

　
10
月
26
日
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
少

年
野
球
部
（
黒
川
町
）
が
創
部
30
周

年
を
記
念
し
て
、同
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
、

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
投
手
の
梶
原

和
隆
氏
を
講
師
に
招
き
、
少
年
野

球
教
室
が
国
見
台
野
球
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
万
里
西

松
浦
地
区
高
校
の
甲
子
園
出
場
を

後
押
し
す
る
市
の
『「
目
指
せ
！
甲

子
園
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
』
と

の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
市

内
10
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
小
学

３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
投
手

ら
35
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
、
投
手
の
基
本
動
作
を
中
心
に

熱
心
に
指
導
を
受
け
、「
教
え
て
も

ら
っ
た
事
を
忘
れ
ず
、
も
っ
と
練

習
し
て
上
手
く
な
り
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
少
年
野
球
部

 

創
部
30
周
年
記
念

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

梶
原
和
隆
氏
が
熱
血
指
導↑真剣に講師の話を聞く選手たち
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確
定
申
告
の
際
に
、
添
付
が
必
要
な

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証
明
書

（
は
が
き
）
を
直
接
、
納
付
者
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
郵
送
の
時
期
は
、
平
成
26
年

１
月
下
旬
で
す
。

※
納
付
証
明
書
に
記
載
さ
れ
る
金
額

は
、
平
成
25
年
中
に
普
通
徴
収
（
口

座
振
替
お
よ
び
納
付
書
）
で
納
付
し

た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が
あ
る

人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
額

と
、
今
回
、
市
か
ら
送
付
す
る
納
付

証
明
書
の
額
を
合
算
し
て
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

　（
☎
㉓
２
１
５
３
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
☎
㉓
２
１
５
４
）
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お知らせします高額医療・高額介護合算療養費制度

① 現役並み所得者・・同一世帯に課税所得 145 万円以上の所得がある 70 歳以上の人
　 上位所得者・・・・基礎控除後の総所得金額が 600 万円を超える世帯など
② 一　般・・・・・・①、③、④以外の人
③ 低所得者Ⅱ・・・・世帯員全員が市町村民税非課税の人
④ 低所得者Ⅰ・・・・③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人
　　　　　　　　　　（年金収入 80 万円以下など）

○次に該当する人には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合がありますので、
上記の支給要件を参考にして、支給の対象となるかどうか確認してください。なお、
具体的な手続きや不明な点は、問合先へ相談してください。

　　◆平成 24年８月から平成 25年７月末までの間に、
　　　・市町を越える転居をされた人
　　　・他の医療保険制度から国民健康保険または後期高齢者医療制度に移られた人
　○被用者保険（国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保険）に加入されている人にはお知らせが届きません。

所得区分
後期高齢者医療制度

＋介護保険
国保・健康保険など

＋介護保険（70〜74 歳）
国保・健康保険など

＋介護保険（70 歳未満）

① 現役並み所得者
　（上位所得者） 67 万円 67 万円 126 万円

② 一　般 56 万円 56 万円 67 万円

③ 低所得者Ⅱ 31 万円 31 万円
34 万円

④ 低所得者Ⅰ 19 万円 19 万円

○問合先　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の人は、長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）

　　　　　国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入の人は、長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

※住民税非課税世帯が条件

○高額医療・高額介護合算療養費制度とは？
医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、各医療保険の世
帯ごとに、１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超えた場合
に、その超えた金額を支給するものです。

○支給要件・支給額は？
各医療保険の世帯ごとに、平成 24 年８月から平成 25 年７月末までに支払った医療保険・
介護保険の自己負担額が次の基準額を超える場合に、その超えた額を支給します（下表参照）。

※【上記の金額＋500円】が

基準額となり、自己負担が

その額（基準額）を超える

場合に【自己負担－上記の

額】を支給しますので、注

意してください。

支給の対象者へのお知らせ・申請手続きについての留意点
　支給対象となる被保険者の皆さんには、今月中にお知らせする予定です。お知らせが届いた場合、長寿社会課の
窓口に申請してください。なお、お知らせが届いてから２年を過ぎると申請ができなくなりますので、早めに手続
きを行ってください。

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索



　第２次伊万里市アウトソーシング指針及
び推進計画（案）に対する意見の提出はあ
りませんでした。なお、当指針及び推進計
画は、企画政策課、情報広報課市民サービ
ス係、各町公民館、市民図書館（各施設の
閉庁日を除く）で 12 月上旬から公開する
予定です。
※ 市のホームページでもご覧になれます。
◆問合先　企画政策課（　 ☎㉓２１２４）
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パブリックコメントの結果

　
総
合
計
画
は
、
市
が
め
ざ
す
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
明
確
に
す
る
も
の

で
、
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
も
の

で
す
。
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画

で
は
、
計
画
期
間
を
平
成
21
年
度
〜

平
成
30
年
度
の
10
年
間
と
し
、
将
来

都
市
像
を
『
活
力
あ
ふ
れ
　
ひ
と
が

輝
く
　
安
ら
ぎ
の
ま
ち
　
伊
万
里
』

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

◆意見提出をお願いする資料
　第５次伊万里市総合計画後期基本計画（案）
◆意見募集期間
　12 月９日（月）〜平成 26 年１月８日（水）
◆計画（案）の公表先・入手先
①企画政策課または情報広報課市民サービス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　kikaku@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　企画政策課　あて
③直接提出　計画（案）の公表先①または②へ提出
④ファックス　㉒７２１３
◆問合先　企画政策課企画係（　 ☎㉓２１２４）

パブリックコメント案内

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画

は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
で
構
成
し
て
い
て
、
こ
の

う
ち
基
本
計
画
は
、
前
期
と
後
期

の
各
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

現
在
、
市
で
は
後
期
５
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　        

（
案
）の
策
定
に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
10
月
22
日
、
㈱
九
電
工
伊
万
里

営
業
所
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
奉
仕

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
同

社
が
公
共
施
設
の
電
気
の
清
掃
な

ど
を
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
社

員
17
人
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
内
外

の
電
灯
器
具
の
清
掃
と
管
球
替
え

を
行
い
ま
し
た
。

㈱
九
電
工
伊
万
里
営
業
所
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

市
民
セ
ン
タ
ー
の
電
灯
器
具
の
清
掃
、
管
球
替
え
を
実
施

↑蛍光灯をきれいに掃除する
㈱九電工の社員

◆期　間　12 月 11 日（水）〜 20 日（金）
※ 交通事故（死）ゼロを目指す日　12 月 20 日（金）
◆運動の重点
　１　子どもと高齢者の交通事故防止
　２　早めのライト点灯による夜間の交通事故防止
　　　（走行用前照灯は上向きが原則であることの周知徹底）
　３　横断歩道上における交通事故の根絶
　４　飲酒運転の根絶

冬の交通安全県民運動

◆市内の交通事故発生状況（10 月末現在：前年同期比）
　人身事故　369 件  ( ＋  ９件）
　死　　者　　 １人 ( △  １人）
　傷　　者　484 人  ( ＋ 32人）

◆飲酒運転を根絶しましょう！
　これから忘年会などで飲酒の機会が多くなり

ます。飲酒運転は取り返しのつかない重大な
犯罪です。下記のことに取り組み、市民一人
ひとりが強い意志を持って飲酒運転を根絶しましょう。

●仲間などでの呼びかけ
　地域、職場、家庭において、飲酒運転は絶対にしないように

みんなで呼びかけ合いましょう。
●ハンドルキーパー運動の推進
　お酒を飲み始める前に、お酒を飲まない人
（ハンドルキーパー）を決めておきましょう。

●飲酒会合の場へ車両を持ち込まない
●アルコールに対する知識
　一般的に、ビール 500 ㍉㍑のアルコールが体内で完全に消

費されるには約４時間かかると言われています。一晩ぐっす
り寝ても翌朝にまだアルコールが残っている可能性がありま
すので、翌日車を運転する人は、飲み過ぎには十分注意しま
しょう。

●問合先　総務課行政係（　 ☎㉓２１２３）
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今
年
の
流
行
語
大
賞
が
話
題

と
な
る
12
月
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
貢

献
し
た
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル
さ
ん

の
『
お
も
て
な
し
』
と
、
人
気

を
博
し
た
ド
ラ
マ
『
半
沢
直
樹
』

の
『
倍
返
し
』
が
有
力
だ
と
か
。

　
と
こ
ろ
で
、「
米
一
粒
た
り
と

も
残
さ
ず
に
食
べ
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
て
育
っ
た
団
塊
の
世
代
の

私
た
ち
は
、
食
べ
物
を
残
す
こ

と
は
罪
深
く
『
も
っ
た
い
な
い
』

こ
と
だ
と
感
覚
的
に
染
み
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
し
て
や
、
戦
後
の

大
家
族
の
中
で
限
り
あ
る
食
料

を
平
等
に
分
け
与
え
ら
れ
育
っ

た
人
た
ち
も
、
同
じ
思
い
で
し
ょ

う
。
と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
も
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
が
、
最
近
の
宴
会

や
家
庭
で
は
食
べ
残
し
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
こ
う

い
う
状
況
を
見
る
度
に
、
地
球
上

の
食
べ
る
物
に
困
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

た
く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
物
に
限

ら
ず
、
電
気
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
な

ど
、ほ
か
に
も
『
も
っ
た
い
な
い
』

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
現
代
の
快
適
で
便
利
な
生
活

は
、
限
り
あ
る
資
源
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
石
油
や
石
炭
、

天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
も
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
世
界
の
人
口
は
増

え
続
け
て
い
て
、
今
後
は
さ
ら

に
食
糧
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
の

中
で
人
間
の
欲
望
を
満
た
す
こ

と
は
至
難
の
業
で
す
。
そ
れ
ゆ

え
に
私
た
ち
の
心
の
あ
り
方
と

し
て
の
『
も
っ
た
い
な
い
』
を

具
体
的
に
行
動
や
形
と
し
て
定

着
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ

さ
ん
は
、
来
日
の
際
に
『
も
っ
た

い
な
い
』
と
い
う
言
葉
と
の
出
会

い
に
感
銘
を
受
け
『
も
っ
た
い
な

い
運
動
』
を
世
界
に
広
め
る
こ
と

を
提
唱
し
ま
し
た
。『
も
っ
た
い

な
い
』
は
ケ
チ
や
倹
約
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
先
人
た
ち
は

『
も
っ
た
い
な
い
』
の
精
神
で
、

そ
の
物
の
価
値
を
生
か
し
て
浪

費
せ
ず
、
次
の
世
代
の
た
め
に

残
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
精
神

を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、「
生
き

て
い
る
間
は
、
み
み
っ
ち
い
こ

と
は
し
な
い
」
な
ど
と
考
え
ず
、

日
常
生
活
の
中
で
電
気
や
ガ
ス
、

水
な
ど
を
大
切
に
使
い
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
な
が
ら
活
用
す
る
努

力
こ
そ
が
、
私
た
ち
に
で
き
る

小
さ
な
心
掛
け
の
一
つ
で
す
。

　
取
る
に
足
ら
な
い
小
さ
な
こ

と
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重

ね
る
と
少
し
ず
つ
大
き
く
な
り

実
っ
て
い
く
と
い
う
二
宮
金
次

郎
の
『
積せき
小
し
ょ
う

為い

大だ
い

』
の
法
則
こ

そ
、『
も
っ
た
い
な
い
』
の
精
神

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

 

も
っ
た
い
な
い

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

■受付期間

　12 月３日（火）

              〜平成 26 年１月 10 日（金）

※郵送の場合は、平成 26 年１月 10

日の消印のあるものまで有効です。

■受付時間

　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※ 土・日曜日、祝日を除きます。

■１次試験

▷試験日　　平成26年１月30日（木）

▷試験会場　伊万里有田共立病院

　　　　　　         （地下１階会議室）

▷試験内容　適性試験、作文、面接、

　健康診断、実地試験（放射線技師のみ）

■申込書・試験案内の請求

○下記で配布します。

○郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書きし、

120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

（A ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先

　〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地

　伊万里・有田地区医療福祉組合事務局

　（伊万里有田共立病院内 　☎㊻２１２１）

※その他、詳細は、『平成 25 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職

員採用試験案内』および伊万里有田共立病院のホームページで確

認してください。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

試験区分
（勤務予定） 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

薬剤師
（病　院）

１人 昭和 53 年４月２日
以降に生まれた人

薬剤師の免許取得者または平成 25 年度実施の薬剤師国家試験
により免許取得見込みの人

看護師
（病　院）

４人程度 昭和 53 年４月２日
以降に生まれた人

看護師の免許取得者または平成 25 年度実施の看護師国家試験
により免許取得見込みの人

放射線技師
（病　院）

１人 昭和 58 年４月２日
以降に生まれた人

診療放射線技師の免許取得者または平成 25 年度実施の診療放
射線技師国家試験により免許取得見込みの人

　伊万里・有田地区医療福祉組合は、退職者の補充などのために、来年４月に採用の薬剤師、看護師、
放射線技師を２次募集します。

伊万里有田共立病院の職員を２次募集します


